
当たり前に感謝して
朝晩の冷え込みが体に応え始める頃となりました。猛暑が続いた今年の暑さも

いよいよ落ち着き、秋が一気に深まってきました。

「読書の秋」の言葉どおり、良書に親しむにはよい季節になりました。１１日

には、図書ボランティアによる読み聞かせが、３年振りに実施されました。感染

対策として、別室からリモートでの読

み聞かせでしたが、子供たちは教室の

電子黒板に映る読み聞かせを食い入る

ように見ていました。今後、毎月１回、

２名ずつのボランティアによる読み聞

かせが今年度いっぱい続きます。対面

ではありませんでしたが、子供たちは

大満足でした。ご家庭でも、ぜひ子供

たちに読み聞かせをしたり、してもらったりしながら、

本に親しむ機会を設けていただけたら幸いです。

以前は当たり前のように実施できたことが、そうで

はないことに気付き、このようにボランティアの方々と少しでも触れ合えること

に心から感謝しています。先ずはスタートできて本当によかったです。これから

も工夫しながらできることを増やしていきます。保護者の皆さま、地域の皆さま、

引き続きよろしくお願いいたします。 （校長あいさつ）

～ 思い出がいっぱい!! 秋の遠足 ～
１０月１７日(月)遠足 ～１年：宇都宮動物園～

ボランティアによるリ

モートでの読み聞かせ

学級委員のあいさつ
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みどり野
学校経営理念「私たちは、子どもたちが自立し、協働して社会に貢献できる人間になるための基盤を育成します。」
学校教育目標 １ めあてをもって勉強する子 ２ なかよくたすけあう子 ３ じょうぶでがんばる子
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